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1.  平成23年3月期第2四半期の業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 3,480 4.4 779 2.1 789 1.3 459 0.0
22年3月期第2四半期 3,332 9.4 763 1.2 779 0.9 459 1.8

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 14.41 ―

22年3月期第2四半期 14.22 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 9,316 7,966 85.5 249.86
22年3月期 9,109 7,714 84.7 241.95

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  7,966百万円 22年3月期  7,714百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 6.50 ― 6.50 13.00

23年3月期 ― 7.00

23年3月期 
（予想）

― 7.00 14.00

3.  平成23年3月期の業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 7,000 3.9 1,650 3.1 1,680 3.0 980 123.7 30.74



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「2. その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 32,485,000株 22年3月期  32,485,000株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  601,737株 22年3月期  600,100株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 31,884,456株 22年3月期2Q 32,295,329株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信【添付資料】P.3 「(3) 業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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※ 当社は、以下のとおり投資家向け説明会を開催する予定です。この説明会で配布した資料等

については、開催後速やかに当社ホームページで掲載する予定です。 

・平成22年11月10日（水）・・・・・・機関投資家・アナリスト向け決算説明会 
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業界の動向 

ＩＳＰ（インターネット・サービス・プロバイダー）業界におきましては、引き続きＦＴＴＨ（光ファ

イバー）の利用者が増加しております。2010年６月末時点の総務省の調査では、ＦＴＴＨ契約数は1,857

万人に達しました。 

  

会員数の状況 

当第２四半期末のＡＳＡＨＩネットの会員数は、479千人（前年同期比28千人増）となりました。ＦＴ

ＴＨ接続会員数は前年同期比14.1％増の243千人となり、引き続き順調に増加しています。 

 なお、ＦＴＴＨとＡＤＳＬを合わせたブロードバンド会員数は316千人となり、ブロードバンド会員比

率は66％となりました。 

 また、当第２四半期(4月～9月)におけるダイヤルアップ・ＩＳＤＮを含む全回線の平均退会率は、法人

会員の退会減などにより前年同期を0.10ポイント下回る0.87％となりました。 

  

日経ＢＰコンサルティング「プロバイダー満足度調査2010」第１位 

ＡＳＡＨＩネットは、2010年7月に日経ＢＰコンサルティングが公表したＩＴのプロ（ＩＴリテラシー

高水準者）に対する満足度調査で第１位を獲得しました。 

 満足度の指標として設定した７つの指標のうち、「接続料金」「回線の安定性」「回線の速度」「サポ

ート」「提供機能全般」の５項目で首位を獲得しました。特にサポート機能の充実については、ここ数

年、退会抑止の観点からも、体制強化や品質向上に注力してきました。今後も、顧客満足度向上を経営上

の重要課題として取り組んでまいります。 

  

クラウド型教育支援システム「マナバ」の状況 

クラウド型教育支援システム「マナバ」については、その導入校が増加するとともに、教育業界での注

目度も高まってきております。当社では、クラウド事業の販売体制を強化するとともに、セミナー開催や

展示会出展などの営業活動を積極的に行っており、今期に東京と京都で当社が開催した「ポートフォリ

オ、ＳＮＳの先端事例研究セミナー」では、国内の大学の約２割に当たる180校の方々にご出席いただき

ました。 

 これまでに「マナバ」導入校は42大学に拡大いたしました。 

  

損益の状況 

以上の結果、当第２四半期累計期間における売上高は3,480百万円（前年同期比4.4％増）、営業利益は

779百万円（前年同期比2.1％増）、経常利益は789百万円（前年同期比1.3％増）となり、法人税等を差し

引いた四半期純利益は459百万円（前年同期比0.0％増）と増収増益となりました。 

  

1. 当四半期の業績等に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する定性的情報
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①資産、負債及び純資産の増減 

当第２四半期会計期間末における資産合計は前事業年度末に比べ207百万円増加の9,316百万円となりま

した。主な増加要因は次世代の通信プロトコルとなるＩＰｖ６にかかるインターネット事業を推進する日

本ネットワークイネイブラー株式会社に資本出資したことにより投資有価証券が180百万円増加したこと

などによります。また、負債合計は前事業年度末に比べ44百万円減少の1,350百万円となりました。主な

減少要因は税金の納付に伴う未払法人税等の減少によります。純資産は前事業年度末に比べ251百万円増

加の7,966百万円となり、この結果、自己資本比率は85.5％となりました。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比

べ154百万円減少の4,219百万円（前年同四半期は1,572百万円の増加）となりました。なお、当第２四半

期累計期間におけるキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 税引前四半期純利益774百万円、減価償却費53百万円等がありましたが、法人税等の支払額が343百万円

となり、営業活動により得た資金は494百万円（前年同四半期は399百万円の獲得）となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 有価証券の売却による収入、有価証券の償還による収入がそれぞれ1,000百万円ありましたが、定期預

金の預入による支出1,000百万円や有価証券の取得による支出1,400百万円があったことなどにより、投資

活動により使用した資金は442百万円（前年同四半期は1,454百万円の獲得）となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動において使用した資金は、配当金の支払額206百万円などであり、財務活動により使用した資

金は207百万円（前年同四半期は281百万円の使用）となりました。 

  

平成23年３月期の業績予想については、事業が予定通り好調に推移していることから、平成22年５月11

日に公表した業績予想から修正は行っておりません。 

  

(2) 財政状態に関する定性的情報

(3) 業績予想に関する定性的情報
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 ① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第２四半期会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい変化がないと認めら

れるため、前事業年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

 ② 固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、当事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方

法によっております。 

 ③ 繰延税金資産の回収可能性の判断 

繰延税金資産の回収可能性の判断につきましては、前事業年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異

等の発生状況に著しい変化がないと認められるため、前事業年度末の検討において使用した将来の業績

予測及びタックス・プランニングの結果を適用しております。 

 ④ 税金費用の計算 

当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半

期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

  

資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３

月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20

年３月31日）を適用しております。 

 これによる営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益に与える影響はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

  

2. その他の情報

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(3) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期財務諸表

(1) 四半期貸借対照表

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,219,259 3,573,991

売掛金 1,526,325 1,549,604

有価証券 3,400,000 3,000,000

その他 122,946 98,979

貸倒引当金 △3,548 △3,603

流動資産合計 8,264,983 8,218,972

固定資産

有形固定資産 145,692 163,736

無形固定資産 81,578 76,656

投資その他の資産

投資有価証券 671,848 491,848

その他 152,157 158,967

貸倒引当金 － △1,143

投資その他の資産合計 824,006 649,673

固定資産合計 1,051,277 890,065

資産合計 9,316,260 9,109,037

負債の部

流動負債

買掛金 305,327 291,699

未払金 659,270 697,446

未払法人税等 316,154 353,338

店舗閉鎖損失引当金 11,218 －

その他 58,044 51,924

流動負債合計 1,350,015 1,394,408

負債合計 1,350,015 1,394,408

純資産の部

株主資本

資本金 630,480 630,480

資本剰余金 780,808 780,808

利益剰余金 6,724,562 6,472,486

自己株式 △169,606 △169,146

株主資本合計 7,966,245 7,714,628

純資産合計 7,966,245 7,714,628

負債純資産合計 9,316,260 9,109,037
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(2) 四半期損益計算書

【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

売上高 3,332,937 3,480,046

売上原価 1,784,281 1,905,856

売上総利益 1,548,656 1,574,190

販売費及び一般管理費 785,244 794,602

営業利益 763,411 779,587

営業外収益

受取利息 17,011 9,634

その他 53 72

営業外収益合計 17,064 9,707

営業外費用

自己株式取得費用 1,409 －

営業外費用合計 1,409 －

経常利益 779,066 789,294

特別損失

固定資産売却損 450 －

固定資産除却損 － 186

店舗閉鎖損失引当金繰入額 － 11,218

減損損失 4,295 －

店舗閉鎖損失 － 3,244

特別損失合計 4,746 14,649

税引前四半期純利益 774,320 774,645

法人税等 315,148 315,317

四半期純利益 459,171 459,328
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(3) 四半期キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 774,320 774,645

減価償却費 69,176 53,831

減損損失 4,295 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 89 △1,198

店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） － 11,218

受取利息及び受取配当金 △17,011 △9,634

自己株式取得費用 1,409 －

固定資産売却損益（△は益） 450 －

固定資産除却損 － 186

店舗閉鎖損失 － 3,244

売上債権の増減額（△は増加） △62,310 23,278

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,394 4,575

仕入債務の増減額（△は減少） △30,818 △8,056

その他 11,651 △23,472

小計 752,648 828,618

利息及び配当金の受取額 23,840 9,542

法人税等の支払額 △377,295 △343,391

営業活動によるキャッシュ・フロー 399,192 494,769

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,100,000 △1,000,000

定期預金の払戻による収入 3,600,000 200,000

有価証券の取得による支出 △1,000,000 △1,400,000

有価証券の売却による収入 － 1,000,000

有価証券の償還による収入 － 1,000,000

有形固定資産の取得による支出 △37,055 △44,882

無形固定資産の取得による支出 △4,221 △15,807

投資有価証券の取得による支出 － △180,000

その他 △4,008 △1,355

投資活動によるキャッシュ・フロー 1,454,714 △442,045

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △194,469 △206,996

自己株式の取得による支出 △86,827 △459

財務活動によるキャッシュ・フロー △281,297 △207,456

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,572,609 △154,732

現金及び現金同等物の期首残高 2,595,204 4,373,991

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,167,814 4,219,259

㈱朝日ネット(3834) 平成23年3月期 第２四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）

－7－



該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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4. 補足情報

(1) 販売の状況

前第２四半期累計期間
(平成21年４月１日から
平成21年９月30日まで)

当第２四半期累計期間
(平成22年４月１日から
平成22年９月30日まで) 前年同期比(％)

区分 金額(千円) 金額(千円)

ＩＳＰ事業 3,207,303 3,371,625 105.1

  インターネット接続サービス 2,672,284 2,837,309 106.2

  インターネット関連サービス 535,018 534,316 99.9

その他 125,633 108,420 86.3

合計 3,332,937 3,480,046 104.4
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